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利用者理解と高齢者への支援方法・コミュニケーション技術を高める 

 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的、内容、方法等： 
 
 要援護高齢者になっても地域で暮らし続けるために、医療と介護の連携がますます、必要になってきています。

医療機関内での連携と医療機関・病院と地域の専門職、機関との連携をすすめるためには、社会福祉士である相

談員の役割が大変重要です。連携の要の相談員としては、ＭＳＷ、地域包括支援センターの社会福祉士、ケアマ

ネジャー、行政職員など多くの場所での活躍が社会福祉士に期待されています。 
 
相談援助職のプロである社会福祉士を目指す学生として、『利用者理解と高齢者への支援方法』をどう考え、

実践していくのかをこのゼミではていねいに学んでいきます。さまざまな制度やサービスが存在する環境の中で

生活する利用者個々のニーズに応じた相談援助・ケアマネジメントを展開するために、まず、必要な相談援助の

基本であるコミュニケーション技術、プレゼンテーション技術を学んでいきます。 
   
 医療・高齢者福祉、地域包括ケアなどに関する参考文献や資料を検索し、読みこなすことにより、議論できる

テーマをもとにレジュメを作成し、スライドを作成するなどのプレゼンテーションを実施していきます。各自ま

たは、グループでの学習をすすめ、研究方法の基礎を身に付け、調査研究した結果をレポートにまとめ、報告書

として提出します。3 年時の専門演習につなげられるように自分で学ぶ力を身につけます。 
 
授業計画：  
１． お互いを理解できるように、自己紹介、他己紹介をする。 

  図書館セミナーで、文献の検索し、レポート作成に活用できるようにする。 
 

２． 現場体験ボランティア時を活用し、ＭＳＷ，相談員、ケアワーカー、ケアマネジャー、地域包括 
  支援センター職員等にインタビュー調査を実施し、仮設を検証する。 
 

３． 自分の祖父母等にライフヒストリー（生活歴）をインタビューし、高齢者の人生や生活の理解を 
  深める。質問力、傾聴力を高める。 
 

４． 上記の調査研究の報告書を作成し、プレゼンテーションする。 
５． 合同ゼミでゼミ代表として、プレゼンテーションしたり、当事者の方へのインタビューや事前の学習を     

グループに分かれて学外活動も積極的に行う。 
 

担当教員からのメッセージ 

 

 相談員になりたい人、高齢者、障がい者、要援護者の支援に関心がある人、まだ

将来は定まっていないけれど、人を支援する仕事に就きたいと思っている人、一緒

に基礎的な力を身に付けましょう。自分の将来に向けて、いろんな事柄に疑問を持

ち、自ら調べる姿勢を身に付けましょう。 

基本的な態度、ゼミを休まないこと、報告・連絡・相談を必ずしてください。 

3 年次から始まる専門演習、実習の事前学習となり、将来の仕事を考え、社会福祉士

を目指すことにつながるように取り組みましょう。それぞれが役割を決め、自分た

ちで取り組みたいことやクラスでの交流、学外の活動なども計画していきましょう。 


